
会議は、「インフラ維持管理 効率的な市町村インフラ管理への知恵と
工夫」をテーマに第1部（基調講演）と第2部（産官学7者による討論
会）の2部構成とし、盛況のうちに無事終えることができました。
会議へのご参加及びご支援頂きました皆様方に感謝申し上げます。

インフラメンテナンス国民会議中部フォーラム
第3回会議 開催結果報告（概要）

■日 時：平成30年10月25日（木） 10：20～12：40
■場 所：静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
■参加者：約180名（概略内訳：行政80、民間９0、報道2、登壇者・来賓10）

開会挨拶

会場風景

討論会

第1部では、開会挨拶の後、六郷名誉教授（岐阜大学）より、効率的に
インフラ維持管理を行うために有効な新技術の実装に向けて、岐阜大学
SIP地域実装の取り組み、立場ごとの新技術実装への障害・原因、課題
と対策例、新技術導入シナリオ等について、ご講演いただきました。

第2部では、浜松市様をコーディネータに迎え、岐阜大六郷名誉教授、
静岡県様、掛川市様、伊豆市様、施工総研様、地域代表企業の鈴与建
設様で「効率的な市町村管理への知恵と工夫」と題して討論会を行い
ました。この中で、各市の実情と課題についてご説明頂き、それらに
対する学や県をはじめとして、専門家集団である施工総研、民からの
支援の実例と可能性について活発な討論が行われました。

中部ﾌｫｰﾗﾑではｲﾝﾌﾗ維持管理の問題解決の一助となるべく様々な企画を
計画してゆきます。今後とも、ご支援の程をよろしくお願いいたします。


